
【要介護者数を介護サービス別に比較】 

 

今回は介護に関する 1 回目の情報です。2013 年～2018 年の 2 月 又は 3 月 時点の MiSol 介護事業所データ

に基づくマクロ情報です。 

介護圏分析も診療圏分析に続いてユーザー様の需要に基づいてスタートしたサービスとなっており、介護圏単独

でお使いの方も、診療圏と合わせてお使い頂いているユーザー様もいらっしゃいます。 

2018年 2月時点で公開された介護事業所データ（約 22万 5千件）と 2016年度の要介護者認定者数（総数 457

万人）に基づく集計を発表いたします。 

 

 

【介護サービス別 要介護者利用者数】 

 

地域密着型を含めた「通所介護」の利用者が最も多く、要介護者全体の約 40%が利用しています。 

次に利用者が多いのは「訪問介護」で 要介護者全体の約 24%が利用しています。 

ほぼ同率で「訪問看護」「通所リハビリ」「地域密着型通所介護」が 10％前後で利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【介護施設 要介護者利用者数】 

 

「介護老人福祉施設」の定員が 58 万人と最も多いが、待機者が 100 万人を超えており、需要に供給が追いつい

ていない状況にあります。 

2025 年以降、高齢者の人口が増えるという予測が既にされておりますので、このままでは待機者がどんどん増

えていってしまいます。 

 

2013 年から 2018 年の 2 月又は 3 月に公開されたデータに基づき、利用者が多い介護事業所及び高齢者向け住

宅の推移をグラフで表してみました。 

 



「サ高住」（サービス付き高齢者向け住宅） は、2014年、2015年は 対前年比 134%、121%と、急速に整備

が進んだが、前年比 106%に落ち着いてきています。 

 

 

 

「有料老人ホーム」 は毎年 前年比 106%～110% で安定した増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 「介護老人福祉施設」 は、前年比 102%と増加傾向が低迷しています。 

 



 

「通所介護」 は、対前年比 105%前後で増加しています。 

 

 

 「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）」 は、前年比 103%と増加が低迷しています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 「訪問介護」 は、前年比 102%と増加が低迷しているのに比べて、「訪問看護」 は、前年比 109%と著し

い増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高齢者向け住宅 及び 介護施設の 75歳以上人口に対する普及状況を主題図で表しました。 

2018年 2月時点で公開された介護事業所データ 及び 2018年 3月時点で公開された 高齢者向け住宅データ

に基づいて作成しました。 

 

 「サ高住」について、普及が進んでいるのは … 北海道、群馬、三重、大阪、和歌山、広島、徳島、愛媛 

 普及が遅れているのは … 東北（青森を除く）、信越、東京、静岡、高知、宮崎、鹿児島 

 

「有料老人ホーム」について、普及が進んでいるのは … 青森、大分、宮崎が最も進んでおり、北海道、首都



圏、愛知、大阪、福岡、佐賀、熊本が次に普及が進んでいる。 

普及が遅れているのは … 岩手、秋田、福島、栃木、山梨、新潟、富山、福井、京都 

 

 

 

 

 

介護施設について、全国的に均等に整備されているが、特に、埼玉、石川の整備が進んでおり、山梨は整備が遅

れている。 

 

 

 

 

介護の需要も年々必要とされて、団塊の世代が高齢者の年齢へとなり、需要数が更に増すことが続いていくかと

思います。昨今、待機者がいる状況なので、介護施設の需要は高まっていくばかりかと思います。 

サービス別にも特徴があることが分かったので、どのようなものが求められているか、地域に見合ったものを運

営していくことが大事かと思います。 


